


44 

 

流域集落が冠水するほどの出水があったため、今年度生まれた当歳魚についても下流に

流下した可能性が高い。今後温暖化等により台風の頻発及び大型化が進み、出水頻度が

高くなると逆川のような小河川における当歳魚については本流へ流下しやすくなる可

能性がある。 

 

 

図６ 逆川における駆除サイズ（cm）の経年変化及び CPUE の推移について 

 

５．漁協による対策の評価及び事例収集 

 従来バス駆除を行う際は組合員に対して日当を支払った上で駆除を実施しているが、

組合員の減少や高齢化、兼業化が進み効率的には進められない現状がある。そこで、一

般の釣り人のような組合員外の人的リソースからコクチバスの買取等を実施している

漁協が全国にはある。釣り人からコクチバスを買い取ることは、漁協としては手間をか

けずに駆除を進められ、釣り人としては趣味の釣りを収益化できることで両者の利益が

一致する取り組みである。買取方法や価格については各漁業協同組合が決定しているが、

各漁業協同組合によって多種多様である。また、その手法の妥当性や費用対効果につい

ては今まで検討されたことはない。 

そこで、今回買取を実施している黒川漁協と那珂川南部漁協の事例を調査し、費用対
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効果の検証を行った。 

 

（１）調査方法 

 各漁協に買取方法、買取金額、買取量等の聞き取りを行った。 

（２）結果と考察 

那珂川南部漁協の買取量及び金額について図７に示した。那珂川南部漁協は 10 年以

上前から管内で釣獲された外来魚（オオクチバス、コクチバス、ブルーギル）の買取

（\600/kg）を行っている。当初は尾数あたりの価格で買取を行っていたが、各種外来

魚の再生産が盛んで小型魚が多数採捕されてしまい、すぐに買取予算上限に達してしま

ったため、kgあたりの買取価格に変更した。近年は釣り人への周知が進み、買取量は増

加傾向にある。2018 年の釣り人から購入した駆除量を組合員が実施した場合と比較す

ると約 1/5 のコストで実施できていることが明らかとなった（表１）。那珂川南部漁協

の場合、外来魚駆除に関する県・市町補助金を活用することで漁協の負担を軽減してい

る。 

黒川漁協の買取量及び金額について図８に示した。黒川漁協は 2015 年から買取を実

施している（\300/尾）。黒川漁協管内では漁場規模が比較的小さく、漁獲圧も高いため、

那珂川南部漁協とは異なり尾数あたりの買取を実施しても、買取尾数が膨大になること

はなく問題はなかった。また上記と同様の比較を行ったところ、買取の場合は組合員が

実施するよりも約 1/4 のコストで実施でき（表１）、釣り人を活用したバス駆除が有効

な手段であることが分かった。 

図７ 那珂川南部漁協における買取重量及び金額 

  

図８ 黒川漁協における買取尾数及び金額 
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が報告されている。本河川においても雄親魚の産卵床形成に伴い、雌親魚は河岸付近の

カバー下に集中的に集まり産卵回遊しているものと考えられるため、本手法では雌親魚

が優先して捕獲された可能性が考えられる。産卵期において小型漁具でも効率的に雌親

魚を捕獲することができるようになり、春季における効果的なバス駆除手法になりえる

と判断された。 

 

 

 

 

 

 

図９ 三枚網を活用した新たな駆除方法イメージ図 

 

図 10 大塚メソッドにより捕獲されたコクチバスの性比について 

 






